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長崎県看護協会事業

2025/1/22

1. 執行部･････････････････事業計画

2. ナースセンター事業･････求人･求職

3. 研修センター事業･･･････教育･研修

4. 在宅支援事業･･･････････地域ケアサービスほか

5. キャリア支援センター･･･県の委託事業ほか

6. 保健師職能･････････････保健師の活躍推進事業

7. 助産師職能･････････････助産師の活躍推進事業

8. 看護師職能Ⅰ･Ⅱ････････病院･施設･訪問看護師の活躍推進事業

9. 支部･･･････････････････各支部別交流推進事業
(県央･県南･県北･壱岐･対馬･上五島･下五島)



長崎県看護協会事業

2025/1/22

1. 労働環境委員会････看護職の労働環境の改善推進

2. 広報出版委員会････広報に関する事項

3. 教育委員会････････生涯学習のニーズ把握･企画･運営

4. 学会委員会････････長崎県看護学会学術集会の企画運

5. 学会誌編集委員会･･長崎県看護学会誌の編集･出版

6. 災害看護委員会････災害支援ナースの登録･推進

7. 安全管理委員会････医療･看護･介護の安全の普及



｢就業継続が可能な職場について｣質問紙調査
:労働環境委員会

調査期間:2024年8月1日~9月30日

対象:県内で看護協会に所属する施設(134)で働く

現職看護職

方法:Googleフォームを利用してのアンケート法

回答者数:2009名(自由記載313名)
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属性

年齢

20代

13%

30代

19%

40代

34%

50代

28%

60代

6%

性別

女性

87%

男性

10%
その他 3%
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属性

子供の有無

就学前の子供が

いる 14%

6歳以上18歳

未満の子供が

いる 32%

いない

54%

介護者の有無

いる

23%

いない

77%
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病院の規模

病床数

50床未満 8%

100床未満

18%

200床未満

36%

200床以上

29%

その他(訪問看護･訪

問看護ステーショ

ン･行政･看護学校)

9%

病院の機能

急性期

48%

回復期

19%

療養型

12%

地域包括病棟12%

高度急性期 7%
精神科

2%
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設問

各項目について
｢就業継続が可能な職場｣として

最も重要だと思う項目を一つ選択して
下さい｡
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勤務形態

働く時間･勤務帯

が選べる, 55%
勤務する病棟･部門

が選べる, 37%

1週間の勤務日数

が選べる, 6%

その他, 

2%
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勤務時間

時間外労働(残業)

が少ない, 69%

時間休が取得

出来る, 14%

前残業しなくても

よい, 12%

夜勤時間が短い, 3% その他, 2%
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休み

休みの希望が通

りやすい, 39%

年次有給休暇が取り

やすい, 27%

年間休暇数が多い, 

22%

1週間程度の連続休暇

が取得出来る, 8%
その他, 2%
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人間関係

相談しやすい職場で

ある, 40%

同僚との関係がよい, 25%

ハラスメントが

ない, 16%

上司との関係が

よい, 11%

多職種連携がよい, 5% 医師との関係が

よい, 2%
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給与･賞与

仕事に見合った賃金額

である, 49%

基本給の定期昇給があ

る, 24%

賞与支給が安定してい

る, 13%

各手当が充実してい

る, 12%

その他, 5%
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通勤状況

通勤手当がある, 

41%

無料の駐車場がある, 

31%

通勤の利便性が良い, 

27%

その他, 2%
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福利厚生

医療費補助がある, 43%

保育園や病児保育などの育児支援

が充実している, 21%

職員食堂がある 16%

寮やアパートなどの住宅

環境が整っている, 10%

その他(院内の施設利用･院内旅行･院内レクリエーション), 

10%
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キャリア支援

研修会参加費の補助がある, 

46%

教育･研修が充実している, 23%

希望する専門領域をいかせる, 

15%

看護技術の向上が望める, 

14%

その他, 2%
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2025/1/22

令和５年度新人看護職員研修・交流会受講者
第2回55名 第3・4回各50名

長崎県看護キャリア支援センター



入職してから、離職を考えたことはありますか。または考えていますか。

ある

21人

42％

ない

29人

58％

10月･1月 N=50

ある

18人

32.7%ない

37人

67.3%

７月

離職を考えたことがある

N=55

N=50



離職を考えた時期は､いつ頃ですか

1人

5人

4人

3人

2人

1人

2人

0人

2人

1人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

ｎ=21 

初回
 7/7

2回目10/17 3回目
 1/26



あなたが離職を考えているきっかけはどれに該当しますか（複数回答）

15人

9人

6人

4人

4人

2人

1人

0人

知識・技術不足に

よる自信喪失

人間関係

給与

精神的・業務的な

サポート体制が…

労働条件

ライフイベント

研修体制がない、

不十分

福利厚生

16人

10人

9人

7人

5人

3人

2人

0人

知識・技術不足に

よる自信喪失

人間関係

労働条件

給与

精神的・業務的な

サポート体制が…

ライフイベント

研修体制がない、

不十分

福利厚生

18人

15人

7人

5人

3人

3人

2人

2人

知識・技術不足に

よる自信喪失

人間関係

労働条件

給与

精神的・業務的な

サポート体制が…

福利厚生

ライフイベント

研修体制がない、

不十分

10月 1月n=18 n=217月 n=21



離職を考えるきっかけの「人間関係」の内訳

10月 1月7月

2人

1人

5人

無回答

看護管理者

先輩看護師

「人間関係」内訳

5人

1人

5人

無回答

看護管理者

先輩看護師

「人間関係」内訳

5人先輩看護師

「人間関係」内訳



離職について相談しましたか

相談した

11人 

52.4%

相談して

いない

10人

47.6%

10月

0人

0人

0人

1人

1人

1人

1人

研修責任者

教育担当者

実地指導者

プリセプター

上司

先輩看護師

同僚

相談した相手 職場内 ｎ=3 （複数回答可）

8人

5人

0人

1人

家族

友達

看護学校教員

その他

相談した相手 職場外 n=8（複数回答可）

n=21



相談しなかった理由 （複数回答）

5人

3人

3人

3人

3人

2人

1人

1人

相談したくない

相談できる人がいない

相談できる雰囲気ではない

相談者への信頼の不足

相談の方法が分からない

離職原因を告白することが不安

多忙で相談する時間がない

相談すると評価が下がらないか不安

n=10（複数回答可）

6人

5人

5人

4人

4人

2人

2人

2人

相談したくない

相談できる雰囲気ではない

相談者への信頼の不足

相談できる人がいない

多忙で相談する時間がない

離職原因を告白することが不安

相談すると評価が下がらないか不安

相談の方法が分からない

n=10（複数回答可）1月10月



あなたが行ってほしい離職防止となる取り組み

有群・無群の有意差検定 （χ二乗検定）

項目 10月 1月

給与・福利厚生の向上 ｐ＝0.47＞0.05 ｐ＝0.31＞0.05

先輩看護師・教育担当者からの
精神的支援

ｐ＝0.0002<0.05 なし群 * ｐ＝0.62＞0.05

知識やスキル向上のための研修 ｐ＝0.003＜0.05 あり群 * ｐ＝0.02＜0.05 あり群 *

ワークライフバランスへの支援 ｐ＝0.49＞0.05 ｐ＝0.27＞0.05

業務に対する定期的な自己評価 ｐ＝0.47＞0.05 ｐ＝0.18＜0.05

* 有意差あり ｐ＜0.05



当センターの新人看護職員研修・交流会

項目 7月 10月 1月

当センター新人研修

の必要性
ｐ＝0.39＞0.05 ｐ＝0.06＞0.05

ｐ＝0.04＜0.05
あり群 ＊

離職防止への効果
ｐ＝0.03＜0.05
あり群 ＊

ｐ＝0.002＜0.05
あり群 ＊

ｐ＝0.02＜0.05
あり群 ＊

就業継続意欲 ｐ＝0.18＞0.05
ｐ＝0.009＜0.05
あり群 ＊

ｐ＝0.02＜0.05
あり群 ＊

あり群・なし群の有意差検定 （ｔ検定）

離職の思いのある新人看護職員には、当センター研修の受講を重要（大切）な機
会だと思っていることが示唆された。

＊有意差あり ｐ＜0.05



1.健康上の問題(精神的疾患);(49.4%)

2.自分の看護職員としての適性への不安;(45.5%)

3.自分の看護実践能力への不安;(40.5%)

4.上司･同僚との人間関係;(27.6%)

2025/1/22

看護管理者が考える退職の主な理由



施設会員代表者･看護管理者対象の交流会

開催:令和6年9月18日････毎年2回実施(次回は2/4)

テーマ:｢就業継続が可能な働き方の提案｣と題して

各施設から好事例を提供

参加者:65名(来館16施設22名､オンライン35施設43名)

アンケート:9割以上が｢内容が良かった｣｢活用できる｣｢すで

に取り組んでいる･これから取り組む予定｣と回答

｢管理の悩みが解決できた｡先輩管理者から助言をもらった｡

管理者同士のネットワークが広がった｣の意見
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･支部事業
(県央･県南･県北･壱岐･対馬･上五島･下五島)
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2025/1/22

ナースセンター事業



2025/1/22

長崎県キャリア支援センター
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2025/1/22

令和7年
8/30(土)
9:30~16:30

長崎県看護学会学術集会



2025/1/22

県に対して要望書提出



まとめ

看護職員が重要視する就業継続が可能な職場とは

1.ワークライフバランスに配慮した､タイムリー

で柔軟な職場

2.専門職としてスキルアップできる職場

3.ハラスメントのない関係性の良い職場

4.福利厚生が充実している職場

2025/1/22



まとめ

看護協会が目指す就業継続が可能な職場づくり

1.看護現場の実態調査と看護職のニーズ把握

2.人材育成･人材確保など看護の質向上と安全の確保
に向けたタイムリーな情報と機会の提供

3.看護に関する政策･診療報酬等､処遇改善に向けた
タイムリーな情報と機会の提供

4.長崎県主催の取り組みに協働参画

2025/1/22
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ご清聴ありがとうございました
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